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花が枯れて、果実になった！
命を次世代に繋ぐ営みがここにある

 「果実（かじつ）」というと桃や

林檎などの果物をイメージし

がちですが、もともとは種子

植物の花の雌蕊が雄蕊の花粉

をくっつけて受精した結果、

出来上がった子房です。大事

なことはこの中に植物の子孫

である種子が入っているとい

うこと。

　ふつうは「種（たね）」と言っ

てしまうのですが、正式には

この植物（種）の子孫なので

「種子（しゅし）」と呼びます。

これまでは「花が枯れちゃっ

た」で見過ごしがちだったの

ですが、改めて眺めると、色

の派手さがないだけで、とて

も微妙で美しい！　　　　　

上＝マメグンバイナズナ
6/3付のNo29では「春までナズ

ナが大繁殖」と書きましたが

果実の形からみてこの季節ま

で残っているのはマメグンバ

イナズナだと分かりました。

　　　　右＝ハハコグサ　　
まちなかでふつうにみられる

のはチチコグサモドキかウラ

ジロチチコグサなのですが、

今年はハハコグサもあちこち

で観られました。写真の種は

葉の形から判断しました。

さて、こういうことに関心
を持つということはこちら
も枯れてきたということ



　毎日夕方、アイキッズ（学童クラブ）に孫を迎えに行くと、「○○くんのおじいちゃんだ」と挨拶を

してくる子どもが増えてきます。中には、わたしの帽子をとっておでこをペタペタ。「なんで毛がない

の？」なんて訊いてくる子がいて、「うるせえ、このガキ！　歳とるとこうなるんだよ！」と怒鳴りたくなる

子もいます。そこは抑えて、客観的にみて、わたしは他人からはこんな風にみえているんだろうな・・・・。

　我が家は板橋区のいちばん東端・北区との堺にある

ので、散歩は区内石神井川近辺のほに、北区滝野川か

　　　　　　　ら上十条→西が丘→桐ヶ丘・赤羽台方

　　　　　　　面が多くなるのですが、同じ武蔵野台

　　　　　　　地の続きとはいえ、これまでの赤塚公

　　　　　　　園近辺とは様相がかなり違います。

　左の２種は、　左の２種は、北区内でも有数のみどり

　　　　　　　豊かな公園である北区中央公園で見つ

　　　　　　　けたものです。戦前は陸軍被服廠があ

　　　　　　　って、戦後は占領アメリカ軍の中枢が

　　　　　　　あったところ。いまでも一角に自衛隊

　　　　　　　や学校、福祉施設があり、あまり商業

　　　　　　　化が進んでいないのが良いのでしょう。

　　　　　　　　在来種・希少種はないものの、「アレ

　　　　　　　ッ、なんだこりゃ」の野草があったり

　　　　　　　して、結構楽しめます。

クチナシのドライフラワー　　悪くはないが、 これが自分のイメージとは

初観察の植物、 また出現

↑カモガヤ？小穂が長すぎるので異種かも　↑ホソムギ


